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研究成果の概要（和文）： 
XML（Extensible Markup Language）は，標準データフォーマットとして広く利用されてお
り，さらにセンサネットワークや M2Mなどの登場により，継続的に送信されるストリーム形
式の XMLデータ（XMLストリーム）が増加しつつある．一方，膨大な XMLストリームに対
して，単なる検索処理ではなく，より高度な分析処理を行ないたいという要求が存在する．こ
のため本研究では，オンライン分析による XML ストリームからの知識発見手法を研究，開発
した． 
 
研究成果の概要（英文）： 
XML (Extensible Markup Language) has widely been used as a standardized data format 
in wide spectrum of applications, and XML stream, where data records represented using 
XML are continuously transmitted as data streams, has been gaining its popularity due to 
the mergence and proliferation of sensor networks and M2M (Machine-to-Machine) 
applications. Meanwhile, the demand to perform analytical processing over XML streams 
rather than simple query retrieval is increasing. To this problem, in this research, we have 
studied the schemes for online analytical processing over XML streams. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) XML (Extensible Markup Language) は，
標準データフォーマットとして広く利用さ
れている．その用途は Web 文書，ビジネス
文書，科学データ，ビジネスデータ，ネット
ワークプロトコルなど多岐に渡り，現在の情
報システムにおいて欠かすことができない
重要な位置を占めている．その結果，膨大な
情報資源が XML 形式で蓄積されつつあり，
その量は加速度的に増加している．このため
膨大な XML データからの情報抽出と知識発
見は，情報資源の有効利用の観点から極めて
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重要である． 
(2) XMLデータから所望の情報を抽出するに
は， XQuery や XPath といった問合せ言語
を用いるのが標準的な方法である．しかし，
XML データの容量が膨大な場合や，高頻度
かつ連続的に XML データが到着するような
場合，従来型のアプローチでは不十分である． 
 
２．研究の目的 
上で述べた背景を受け，本研究ではオンラ
イン分析による XML ストリームからの知識
発見に関する研究開発を行うことを目的と
する．具体的な研究の方法は以下の通り．  
 
３．研究の方法 
オンライン分析による XML ストリームか
らの知識発見のため，具体的には以下の三つ
の項目について研究開発を行なった：【研究
項目 1：効率的なXMLストリーム処理手法】，
【研究項目 2：XMLデータに対するオンライ
ン分析手法】，【研究項目 3：XMLデータから
の知識発見のための対話的分析手法】． 
 
４．研究成果 
(1) 【研究項目 1：効率的な XML ストリー
ム処理手法】では，XML ストリーム処理に
おける構文解析処理のオーバーヘッドに着
目した検索処理の効率化手法を開発した．具
体的には，与えられた問合せに対して関係し
ない（結果に影響を与えない）部分 XML デ
ータについては，構文解析をスキップするこ
とで処理効率の向上を図った． 
 図１は提案するシステムの概要図である．
XPath 式で与えられる問合せ要求を事前に
分析することによって，問合せの結果となり
得ない要素が判断できる．そのような要素の
場合には，問合せ処理器から XML パーサに
スキップ処理の指示を出すことで処理を効
率化できる． 
 
図 1：XMLストリーム処理の効率化． 
 
(2) 【研究項目 2：XMLデータに対するオン
ライン分析手法】では，XML データに対し
て OLAP 分析を行うための手法を研究開発
した．具体的には，XML 形式で表現される
ことの多い Linked Open Data（LOD）を対
象として，LODデータに対して OLAP分析
を行うための手法を開発した． 
 本手法では，LOD データに対し OLAP分
析を行うためのスタースキーマをデータか
ら生成する点に特徴がある．具体的には，
LOD データのグラフ構造に着目した分析対
象レコードの同定と，属性の抽出を行う．さ
らに，OLAP 分析のための概念階層を，1) 
LOD データ内のデータ型に由来するもの，
2) LODデータ内に内在する階層構造，3) 外
部データへの参照の三つに場合分けし，それ
ぞれについて概念階層の取得方法を議論し
た．実験による評価により，実際の LOD デ
ータに対して OLAP 分析を行うことができ
ることを示した． 
(3) 【研究項目 3：XMLデータからの知識発
見のための対話的分析手法】では，XML デ
ータに対して対話的な分析処理を花王にす
る手法を検討した．具体的には，対話的分析
処理手法の一つであるファセット検索を対
象として，XML データに対するファセット
の抽出と，検索インタフェース構築のための
フレームワークを検討した． 
 まず，XML データに対して検索対象とな
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る要素を抽出する．このため，XML データ
のスキーマ情報あるいは XML インスタンス
から抽出した DataGuide を利用する．この
ようにして得られた XML データに対して，
ファセットを定義する（図 2）．利用者の検索
要求は，ファセットに対する種々の操作によ
って実現されるが，これを一般化するために
利用者の対話操作に対応する演算を定義し
た． 
 
 
図 2：XMLデータに対するファセット． 
 
 提案したフレームワークはプロトタイプ
システムとして実装し（図 3），その有効性は
プロトタイプシステムを利用した被験者実
験により示した． 
 
 
図 3：XMLデータのファセット検索． 
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